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佐々木北斗さん和田 賢大さん

小山 智大さん木村 雅子さん

大崎奈津美さん佐々木 翼さん西條 貴士さん

２
０
１
１
年
度
の
学
位
記
授
与
式
が
３
月
２０
日
、
本
学

体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
度
は
大
学
院
修
士
課
程
修

了
生
１１
人
、学
部
卒
業
生
４
０
２
人
、合
わ
せ
て
４
１
３
人

が
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
。
東
日
本
大
震
災
と
い
う
困
難
を

乗
り
越
え
た
卒
業
生
た
ち
は
、
母
校
や
恩
師
に
笑
顔
で
別

れ
を
告
げ
、新
た
な
進
路
へ
力
強
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

式
典
で
は
坂
田
隆
学
長
が

大
学
院
修
士
課
程
の
後
藤
哲

さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
）
、
松

川
浩
太
朗
さ
ん
（
経
営
学
研

か
つ

ひ
ろ

究
科
）
、
学
部
の
和
田
賢
大

さ
ん
（
理
工
）
、
大
崎
奈
津
美

さ
ん
（
経
営
）
の
４
人
の
総

代
に
学
位
記
を
授
与
。
川
島

記
念
学
術
賞
を
受
賞
し
た
７

人
に
は
、
川
島
記
念
会
会
長

の
日
髙
義
博
理
事
長
か
ら
表

彰
状
が
、
坂
田
学
長
か
ら
記

念
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ
れ
た
。

坂
田
学
長
は
式
辞
で
「
東

日
本
大
震
災
以
降
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て

復
旧
や
復
興
を
支
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て

卒
業
に
い
た
っ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
」
と
称
え
、

「
皆
さ
ん
は
『
広
い
視
野
に

立
っ
て
社
会
の
問
題
を
発
見

し
、
自
ら
解
決
す
る
』
と
い

う
社
会
知
性
を
身
に
つ
け
る

べ
く
、
本
学
で
研
さ
ん
を
積

み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
社

会
知
性
を
身
に
つ
け
た
社
会

人
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

日
髙
理
事
長
、
来
賓
の
北

村
悦
朗
石
巻
市
副
市
長
、
甘

竹
秀
雄
専
修
大
学
校
友
会
会

長
が
祝
辞
を
卒
業
生
に
贈
っ

た
。
最
後
に
大
学
院
修
了
生

を
代
表
し
て
松
本
壮
太
さ
ん

（
理
工
学
研
究
科
）、学
部
卒

業
生
を
代
表
し
て
佐
々
木
北

斗
さ
ん（
理
工
学
部
）が
謝
辞

を
述
べ
、式
を
終
え
た
。

そ
の
後
、
石
巻
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、「
卒

業
を
祝
う
会
」を
開
催
。１０
年

度
卒
業
生
ら
も
集
ま
り
、
盛

大
に
門
出
を
祝
っ
た
。

基
礎
理
学
科
、
前
田
敏
輝
研

究
室
、
北
海
道
苫
小
牧
東
高

∥
本
山
製
作
所

機
械
工
学
科
、
山
本
憲
一
研

究
室
、
宮
城
県
仙
台
育
英
学

園
高
∥
石
巻
専
修
大
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科

情
報
電
子
工
学
科
、
佐
々
木

慶
文
研
究
室
、
宮
城
県
古
川

工
業
高
∥
東
日
本
旅
客
鉄
道

生
物
生
産
工
学
科
、
鈴
木
均

研
究
室
、
宮
城
県
石
巻
市
立

女
子
高
∥
万
代

経
営
学
科
、
岡
野
知
子
ゼ

ミ
、
宮
城
県
石
巻
西
高
∥
ユ

ア
テ
ッ
ク

経
営
学
科
、
晴
山
俊
雄
ゼ

ミ
、
岩
手
県
大
槌
高
∥
綜
合

警
備
保
障

経
営
学
科
、
丸
岡
泰
ゼ
ミ
、

宮
城
県
登
米
高

１１
年
度
の
川
島
記
念
学
術
賞
は
、
理
工
学
部
４

人
、経
営
学
部
３
人
が
受
賞
し
た
。同
賞
は
在
学
中
、

学
術
部
門
に
お
い
て
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
卒
業
生

に
授
与
さ
れ
る
も
の
。
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
次

の
と
お
り（
学
科
、
所
属
研
究
室
・
ゼ
ミ
、
出
身
校
、

進
路
の
順
）。

「２０１１年度石巻専修大学学生表彰式」が３月９日、森口記念館で開催された。サークル活動等で顕著な

成績を残した８団体・１１個人に「石巻専修大学学生表彰」が、石巻地域でボランティア活動などの顕著な

活動を実践した２団体・１個人に「石巻地域高等教育事業団特別表彰」が授与された。また、資格取得等

で成果を達成し、「在学生キャリア支援奨学生」に選ばれた２２人に奨学生証書が手渡された。

◆石巻専修大学在学生キャリア支援奨学生◆

阿部 大地（理工４）ＣＡＤ利用技術者試験準１級合格

永田 清龍（経営３）国内旅行業務取扱管理者合格

成田 篤史（理工３）

松崎 賢也（経営４）ＴＯＥＩＣ高得点取得

和田 賢大（理工４）

髙橋 拓紀（理工３）

小濱 充（理工３）

木村 陵太（理工３）

小室 遼介（理工１）ＩＴパスポート試験合格

西條 貴士（経営４）

及川 隆大（経営３）

大木 章央（経営３）

邊見 圭祐（理工３）

眞壁 博利（理工３）

米塚 翔吾（理工３）

島陰 有香（理工３）

田代 拓也（理工３）ＣＡＤ利用技術者試験２級合格

鈴木 健太（理工３）

梶原 拓人（理工３）

福田 裕徳（理工３）

菊地 智（理工３）

早坂 潤（理工３）

※敬称略

◆石巻専修大学学生表彰団体部門◆
最優秀団体賞 硬式野球部
優秀団体賞 石鳳会計研究会

敢 闘 賞
茶道部
フットサル愛好会

奨励団体 賞

災害ボランティアサークル「ネクスト」
復興ボランティアサークル「ＳＴＥＰ」
支援ボランティアサークル「ゆいまーる」
ラグビー部

◆同個人部門◆
最 優 秀 賞 和田咲良（経営２・硬式テニス部）

優 秀 賞
高橋祐太（経営４・硬式野球部）
藤目広大（経営２・石鳳会計研究会）

敢 闘 賞
小山 恭（経営３・硬式野球部）
小柳雄太（経営２・硬式野球部）

奨 励 賞 伊藤美和（経営４・硬式野球部マネジャー）

新 人 賞
矢内孝史（経営１・石鳳会計研究会）
小川雄貴（経営１・石鳳会計研究会）
安倍宗孝（理工１・カヌー部）

特 別 賞
矢澤崇暢（理工３・石鳳祭実行委員長）
佐藤秀明（理工４・体育会会長）

◆石巻地域高等教育事業団特別表彰◆
石鳳祭実行委員会
吹奏楽研究会
鈴木紫鷹（経営４・スコップ三味線）

「
毎
日
希
望
奨
学
生
」
に

採
用
さ
れ
、
支
援
を
受
け
て

い
る
理
工
学
部
２
年
の
勝
又

友
章
さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
北

高
）
が
２
月
７
日
、
東
京
・

浜
松
町
の
文
化
放
送
メ
デ
ィ

ア
プ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
「
風
の
子
守
歌
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
共
同
記
者
発
表
に
参

加
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

谷
村
新
司
さ
ん
と
石
井
竜
也

さ
ん
に
よ
る
共
作
「
風
の
子

守
歌
～
あ
し
た
の
君
へ
～
」

の
印
税
を
「
毎
日
希
望
奨
学

金
」
に
寄
付
し
、
東
日
本
大

震
災
の
震
災
遺
児
を
継
続
的

に
支
援
す
る
も
の
。
一
時
は

大
学
を
や
め
る
こ
と
も
考
え

た
と
い
う
勝
又
さ
ん
は
「
大

学
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
支

援
に
よ
っ
て
学
業
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
、
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

本
学
公
認
サ
ー
ク
ル
「
学

生
Ｆ
Ｄ
サ
ー
ク
ル
」
（
阿
部

桂
太
代
表
∥
経
営
２
・
宮
城

県
古
川
黎
明
高
）
が
「
ア
ン

ト
レ
ー
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
「
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー

ド
」
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
は
米
国
大
使
館
・
東

京
ア
メ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー
、

慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究

所
な
ど
が
主
催
。
今
回
は
２

月
８
日
か
ら
３
日
間
、
横
浜

市
の
慶
大
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
で
開
催
さ
れ
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
域
の
大
学

を
含
め
、
１０
大
学
５１
人
の
学

生
が
１２
の
チ
ー
ム
を
組
ん
で

参
加
し
た
。「
復
興
・
再
生
・

発
展
」
を
テ
ー
マ
に
新
事
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
競
い

合
う
な
か
、
同
サ
ー
ク
ル
が

考
案
し
た
「
ベ
ビ
ー
シ
ェ

ア
」
が
現
実
的
で
実
現
可
能

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

同
サ
ー
ク
ル
は
昨
年
１２
月

に
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
結

成
。
以
来
、
震
災
の
経
験
を

生
か
し
た
災
害
教
育
を
重
点

に
置
き
、
活
動
し
て
き
た
。

本
学
の
学
生
が
２
月
１３

日
、
石
巻
市
の
宮
城
県
水
産

高
校
の
「
研
究
発
表
交
流

会
」
に
招
か
れ
、
大
学
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
を
対
象

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容

を
発
表
し
た
。
参
加
し
た
の

は
、
経
営
学
部
の
石
原
慎
士

ゼ
ミ
、
山
崎
泰
央
ゼ
ミ
、
理

工
学
部
の
鈴
木
均
研
究
室
、

山
本
憲
一
研
究
室
の
６
人
。

こ
の
交
流
会
は
生
徒
の
進

路
選
択
に
役
立
つ
よ
う
毎
年

企
画
さ
れ
て
お
り
、
本
学
の

学
生
が
高
校
に
出
向
い
て
研

究
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
る
。

発
表
後
は
少
人
数
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
大
学
生
活

の
様
子
を
紹
介
し
、
生
徒
か

ら
の
質
問
に
も
答
え
る
な

ど
、
交
流
を
深
め
た
。

定
年
で
２
教
員
が

教
壇
に
お
別
れ

宮
内

建
興
（
み
や
う
ち

・
た
て
お
き
）
理
工
学
部
教

授
（
機
械
工
学
科
）
∥
在
職

１４
年
。
工
学
博
士
。
１
９
９

８
年
理
工
学
部
教
授
。
担
当

は
精
密
加
工
学
な
ど
。

栗
山

規
矩（
く
り
や
ま
・

た
だ
し
）
経
営
学
部
教
授
∥

在
職
７
年
。経
済
学
博
士
。２

０
０
５
年
経
営
学
部
教
授
。

担
当
は
情
報
経
済
論
な
ど
。

「
毎
日
希
望
奨
学
生
」の
勝
又
さ
ん
（
理
工
２
）

※
２
０
１
１
年
度
卒
業
延
期
申
請
者
は
な
し
。
２
０
１
０
年
度
卒

業
延
期
者
４
人
（
情
報
電
子
工
３
、生
物
生
産
工
１
）
を
含
む
。

「
風
の
子
守
歌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

共
同
記
者
発
表
に
参
加

人
３５
５３
３２
４７

１６７
２３５
４０２

人
４
１
０
０
０
５
６

０

６
１１

２０１１年度 学位記授与者数

専 攻
物 質 工 学
機械システム工学
生 命 科 学
生命環境科学
物質機能工学

経 営 学

経 営 学

小 計

小 計

合 計

合 計

学 科
基 礎 理
機 械 工
電 子 材 料 工
生 物 生 産 工

小 計
経 営

経
営
２
ゼ
ミ
、
理
工
２
研
究
室

宮
城
県
水
産
高
で
研
究
発
表

震
災
復
旧
・
復
興
へ
の
尽
力
に
敬
意

「社会知性」で社会貢献を

修士課程

博 士
後期課程

修士課程

博 士
後期課程

研 究 科

▲ 後輩が胴上げで祝福

学部

理 工

経 営

理工学

経営学

２０１１年度学位記授与式

学

部

大

学

院

▲ 研究発表の様子

坂
田
学
長
が
式
辞

▶

「
風
の
子
守
歌
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
記
者
発
表
に

参
加
し
た
勝
又
さ
ん

（
右
か
ら
２
人
目
）∥
写

真
・
毎
日
新
聞
社
提
供

川
島
記
念
学
術
賞

学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ー
ク
ル

８団体・１１人を表彰

受
賞
者
紹
介

理
工
４
人
、経
営
３
人

「
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ア
ワ
ー
ド
」を
受
賞

経

営

学

部

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

理

工

学

部

▶

喜
び
い
っ
ぱ
い
の

卒
業
生
た
ち

▲ 坂田学長から学位記が授与された

２０１１年度 学生表彰式

▶

阿
部
代
表
（
中
央
）
と

サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー

（１２）２０１２年（平成２４年）３月２７日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９８号


